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て妥当と認められる。このことは、今後の調査や実験において、TISE が Rosenberg 自尊感情尺度（RSE）
邦訳版に代表される既存の自尊感情尺度とほぼ同様に使用可能であり、わずか２項目でより簡便に自尊感情
を測定できるということを意味する。したがって、今後より多くの研究者・実践家が利用可能となる潜在力
を持ち、様々な貢献が期待されるだろう。
　また何より自尊感情を測定する上で、冒頭に述べた３点に着目し、解決に向けて本研究を進めていった点
は賞賛に値する。従来、心理学の各分野で疑問なく、最も頻繁に使用されていた既存の RSE の問題点を見
抜き、これを評価と受容という２側面で測定する意義を明確にした点はまず何より高く評価できるだろう。
そして、この２側面をそれぞれ１項目、総計２項目という簡便な形で包括的に自尊感情を測定することに成
功した点も評価に値する。さらに従来の自尊感情と適応に関する研究結果の矛盾を、状態―特性という視点
で捉え直し、それぞれを適切に測定することができた点も十分に賞賛できよう。尺度の有用性は、単に信頼
性や妥当性があると言うだけでなく、多くの研究や実践活動で利用できるのかという点にも存在する。評価
と受容という自尊感情の構造を踏まえて２項目という極めて少ない項目で状態―特性の両自尊感情を測定で
きることは、理論的にも、また利用可能性からも他の多くの研究者の賛同を得ることになるだろう。
　方法論に目を向けてみると、本研究はデータ収集の方法としても集合法のみならず、郵送法、web 調査
法など様々な方法を用いている。対象も大学生のみならず、多様な背景をもつ成人についても大規模サンプ
ルから収集することに成功している。さらには、シナリオや日誌法などの多様な手法を取り入れたことも特
徴的である。長期間に渡って粘り強くこれらの多様な試みを行うことによって、信頼性、妥当性検討を繰り
返し行うことは、単純で簡単なようであるが、取り組んでいる研究者は少ないことから分かるように非常に
難しいものである。本研究の首尾一貫した科学的姿勢は、心理科学研究における１つの理想像といえる。
　ただし、論文自体は多くの調査研究に基づいていることもあり、若干冗長さが残り難読である。また本論
文の主要な点である尺度の妥当性検討においても、紙筆型検査による主観的指標のみに基づいており、潜在
的指標、生理的指標、行動的指標などその他の多様な指標を用いた検討がなされることが望ましいことは言
－－
うまでもない。さらに本論文では精緻に尺度作成を行ってはいるものの、理論的貢献に関しては未だ不十分
である点も問題として残る。もちろん研究にゴールはなく、これらの諸問題の解決は著者の今後の研究課題
となるだろう。
　本論文は06年１月日に口頭試問が、さらに同年１月9日に公開発表会が行われた。これらの際には多
数の質問が寄せられたが、著者は一つ一つに対して、この研究領域に関する深い理解を背景として真摯な回
答を行った。この点も著者が研究者として持つ十分な学識と誠実な態度を表すものであるといえる。
　自尊感情は、心理学だけでなく医学、教育学、社会学、経済学など多くの学問から注目される概念である。
これからの超高齢社会における well-being を高める要因として、ますます注目されることが予測される。本
研究で作成した TISE は、高い信頼性と妥当性があり、多くの研究者に歓迎されることであろう。優れた心
理科学的手続きによって作成された TISE は、学術的貢献度や将来の応用可能性が非常に大きい。
　以上のことから審査委員会は、箕浦氏の提出した博士論文が、博士（心理学）の学位を受けるに十分足る
ものであるとの結論を得、ここに報告するものである。
